
【主催】チェイスチャイナ&アジア 中国政経セミナー 
★ビジネスマンのための中国ビジネスセミナー 

『新指導者・習近平の実態×大転換期を迎えた中国の新常態』 

 

 

 

   

住所  

会社名  電話  

参加者氏名  E メール  

参加資格 ・会員様（チェイスチャイナ、水野コンサル） ・ 講師クライアント様 ・ 非会員様  ※該当を囲って下さい 

プログラム 
第一部 林氏 

「中国の政治情勢～習近平政権の実態に迫る」 

１．習近平の生い立ちと父・習仲勛が与えた影響 

２．講話、著作から読み解く習近平の政治的信条について 

３．共産党内部における対立の構図 

４．反腐敗運動の経緯と今後の見通し 

５．習近平が描く「中国の夢」 

６．始動する「一帯一路構想」について 

 

第二部 松本氏 

「新常態・中国」で如何にビジネス展開するか？ 

１．習近平の「新常態」とは何か？ 

２．「新常態」が外国企業に及ぼす影響 

３．中国の外資受け入れ政策の変化と動向 

４．外資三法を「外国投資法」に転換する背景 

５．日系企業の経営課題 

６．企業再編、移転、撤退増加の背景 

７．「新常態・中国」で如何にビジネス展開するか？ 

 
※当日の講義内容には最新報告を盛り込むため、一部を変更させていた

だく場合がございます。 

習近平国家主席の指導のもと、中国経済はすでに新常態（ニュー・ノーマル）への移行が始まっています。 

信用社会の形成、自由貿易に向けた規制緩和、各方面で進む簡政放権など、これまでの中国と一線を画す様々な変革

は、既存のビジネスにどれほどの影響を与えるのでしょうか？ 

今回、特別に大手商社の現役中国専門家と中国ビジネス歴 40年のベテランビジネスマンを講師に迎え、 

習近平という指導者の徹底分析にもとづいた、新常態・中国に対する理解と把握を試みます。 

是非セミナーにご参加いただき、新常態ビジネスの指針となる知識・情報をみなさまの事業戦略にお役立てください。 

 

ホームページからもお申込みいただけます。 

講師▶ 
 

ご質問にお答えします 

・事前にご質問がございましたら、下欄にご記入下さい。当日講師よりお答えします。 

・セミナー終了後のご質問・ご相談には後日ご回答いたします。 

林 千野氏（双日株式会社海外業務部中国デスク リーダー） 

1980 年北京語言学院（現北京語言大学）入学、1984 年卒業。 

1985 年日商岩井株式会社（現双日㈱）入社、物資本部中国貿易班配属。 

1986 年同物資第二課配属、中国緞通等インテリア商材の輸入に携わる。 

1996 年国際業務部中国貿易班に異動。1998 年-1999 年、社内研修の一環 

として在ワシントン CSIS（戦略國際問題研究所）にビジネスフェローとして在籍。 

2002 年-2006 年北京駐在員事務所、双日（中国）有限公司。 

2006 年 8 月帰国後、海外業務部中国デスク配属、現在に至る。 

松本 健三氏（Mizuno Consultancy Holdings Ltd.シニアアドバイザー） 

1975 年：早稲田大学卒業、日商岩井入社 

1980 年～1985 年：北京駐在事務所（機械担当） 

1995 年～1997 年：豊和工業シンガポール販社役員（営業部長） 

1999 年～2001 年：日東（上海）機械技術中心有限公司：副総経理 

2001 年：日商岩井とニチメン合併（現双日）により早期退職、トレルボルグ社(スエーデン)日本市場マーケッティング部長 

2004 年：タイコエレクトロニクス（米国）アジア大洋州販売部長 

2007 年：関電電子有限公司（天津・佛山）中国総代表 

2011 年：水野コンサルタント・シニアアドバイザー 

2014 年度ジェトロ上海中小企業 海外展開現地支援プラットフォーム事業コーディネーター。 

 

平成27 年7 月22 日（水）13：50～16：30 

横浜開港記念会館（2階7号室） 

〒231-0005 神奈川県横浜市中区本町１−６ 
※関内駅より徒歩10分、日本大通り駅「1」出口より徒歩1分 

 会員様・講師クライアント様3,000円 非会員様5,000円 
※会員とは、チェイス・チャイナ及び水野コンサルの会員様を指します。 

HP: http://chasechina.jp/seminar/ FAX：045-277-3801   

お問合せ先： 

株式会社チェイス・チャイナ 

〒220-8120横浜市西区みなとみらい 2-2-1横浜ランドマークタワー20階 

E-mail：info@chasechina.jp （セミナー担当：前田） 

TEL：045（277）3777 FAX：045（277）3801 

▶講師 

http://chasechina.jp/seminar/
mailto:info@chasechina.jp

